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轟酬e
第6回二酸化炭素国際会議（Sixth　lntemational　Carbon
　　　　　　　DioxideConference）のお知らせ

　1981年9月にスイス　ベルンにて第1回会議が開催

されました「二酸化炭素国際会議」も2001年には第6

回を迎えることになり，前回のケアンズ会議において

日本で開催されることが合意されました．それに伴い

実行委員会を組織し，開催準備を進めているところで

あります．この度会議開催を具体的に予告するため

のfirst　circularを作成しました．

　会議の概要は以下のようになっております．詳しく

は下記のwebをご覧下さい．また，本会議に関心のあ

る方は，今後の情報をお送り致しますので，事務局ま

でご連絡下さい．

目　的

開催日

開催場所

主催団体

事務局：

　　　　　　　　記

地球表層における二酸化炭素の変動と循環に

関する最新の知見の発表と討議
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